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34 再使用型宇宙輸送システム

成果日標
【基盤】 「新型基幹口ケット」等の次の宇宙輸送技術の確立を目指して研究開発を推進し、技術を蓄積する

2018年度末までの達成状況・実積
■ 「宇宙輸送長期ビジョン」以降の米国や欧州等の動向、JAXAの技術蓄積状況等を踏まえ、我が国の
再使用型宇宙輸送システム開発についての輸送システム全体における位置づけ等を含めた今後の進
め方を2019年度に示すべ<検討を開始した。
■ 1段再使用を想定し、 技術獲得のための飛行実証等を含めた研究開発方針を示し、 部分的再使用シス
テムの実現に不可欠な要素技術に係る解析・試験等を実施するとともに、 誘導制御技術、 推進薬マネ
ジメント技術等の知見を得ることを目的とした再使用型宇宙輸送システムの小型実験機の飛行実験を
2019年度に実施すべ<準備を進めた。
■ 工アブリージングェンジン搭載システムについて、 関係機関と連携して主要技術の獲得に向けた検討を
実施した。

2019年度以降の取組
■ H3口ケット等の次の宇宙輸送技術構築に向けて国際競争力を有する将来輸送系のシステムについて
の検討を進めるとともに、 国際協力による一段再使用飛行実験の計画を念頭に、 2019年度に再使
用型宇宙輸送システムの小型実験機の飛行実験を実施し、 誘導制御技術や推進薬マネジメント技術
等の実証を行う。
■ エアブリージングェンジン搭載システムについて、 関係機関との連携も含め、 主要技術の効率的な獲得
を目指す。
■ 上記の成果を念頭に、宇宙輸送システムの長期ビジョンの見直しも視野に入れっつ、2019年度から
我が国の再使用型宇宙輸送システムを実現するにあたっての課題(技術・コスト等)の検討を進める。


